
埼玉県立常盤高等学校専攻科評価委員設置要綱 

 

（目 的） 

第１条 この要綱は、学校教育法の一部を改正する法律の施行（平成２７年６月２４日公  

 布、平成２８年４月１日施行）及び学校教育法施行規則第１００条の３に基づき、埼玉 

 県立常盤高等学校（以下、本校という。）の専攻科評価委員について、必要な事項を定め 

 ることを目的とする。 

 

（構 成） 

第２条 本校に置くことができる専攻科評価委員は、当分の間３人とする。 

２ 校長は、専攻科評価委員として、学識経験者から看護教育に関する理解及び識見を有 

 する者を人選しなければならない。 

 

（委 嘱） 

第３条 校長は、前条第 2項に基づき人選した者を、本校専攻科評価委員に委嘱する。 

 

（役割等） 

第４条 専攻科評価委員は、本校専攻科の大学等への編入学についての評価を行うことと 

 する。 

２ 校長は、本校専攻科の大学等への編入学に関し、自己の権限と責任に属する事項の 

 うち必要と認める事項について、専攻科評価委員に意見等を求めることができる。 

３ 校長は、専攻科評価委員の意見等を専攻科運営に生かすものとする。 

 

（任 期） 

第５条 専攻科評価委員の任期は、委嘱の日からその年度末までとする。 

２ 校長は、専攻科評価委員に欠員が生じた場合は、前任者の残任期間を任期として、第 

 ２条の規定により新たに人選することができる。 

 

（守秘義務） 

第６条 専攻科評価委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。専攻科評価委員  

 の職を退いた後も同様とする。 

 

（意見交換の機会） 

第７条 校長は、必要と認める場合には、委員が一堂に会して意見を述べ、また、 

 意見交換を行うための機会（以下「専攻科評価委員会」という。）を設けることができる。 

２ 専攻科評価委員会は、年１回開催を原則とし、校長が主宰する。 

３ 校長は、必要に応じ、所属職員に専攻科評価委員会の運営を補佐させることができる。 

 



（謝 金） 

第８条 専攻科評価委員に対する謝金は、予算の範囲内において別に定める。 

 

（その他） 

第９条 この要綱の実施について必要な事項は、別に定める。 

 

 附 則 

 この要綱は、平成２８年６月１日から施行する。 


